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夏休み それぞれの青春 
 ７月から８月にかけて、県中学校総合体育

大会ブロック大会を始めとして、様々な部活

動の大会が行われました。大会というとどう

しても運動部系を思い出しがちですが、吹奏

楽部は「県南吹奏楽コンクール」に出場し、横

須賀芸術劇場で素敵な演奏をする機会があ

りました。演劇部ははまゆう会館で行われた

「演劇発表会」で熱演を披露しました。トップ

バッターというプレッシャーもあったと思い

ましたが、拍手喝さいのまま幕を閉じること

ができました。そしてその素敵な演劇を支え

ていたのが美術部です。美術部の皆さんが舞

台のセットを制作したとのこと。ツリーハウス

の世界を見事に再現していました。 

 部活動に参加している皆さんは、それぞれ

の舞台で、それぞれの活躍をしていたという

ことを顧問の先生方から報告を受け、とても

うれしく思っています。 

 

 
 プールサイドに横断

幕が掲げられていま

すので紹介します。 

 ３年生の杉山瑚太朗

さんが８月９日～１１

日に茨城県で行われ

た水泳の関東大会に

出場しました。結果は

１００ｍ自由形２位！昨年に引き続きの出場

でしたので、表彰台に上がることができたと

いう結果を残すことができてよかったなと思

います。 

青春はいつだって期間限定 
 ある県立高校の文化祭のテーマにあった言

葉です。その高校の昇降口に掲示されていま

した。 

 はじめは、清涼飲料水のＣＭか何かの言葉

なのかなぁなんて感じていたのですが、生徒

会のテーマとしてはとってもいい言葉だなぁ

なんて勝手に思っていました。よくよく聞い

てみると、この言葉はその高校の文化祭のテ

ーマだと知り、高校生にもなると、素敵な言

葉を選ぶ力が付くのだなあと感心していまし

た。 

 どうやらあるテレビドラマの主題歌にこの

言葉が登場するらしいことを知ったのですが、

それにしても、言葉のセンスは素晴らしいと

感じたのでした。 

 よくよく考えてみると、皆さんが中学生で

あるという期間は、一生のうちでたった３年

間だけです。高校の文化祭でなくとも、期間

限定なのですね。期間限定だからこそ、その

一瞬一瞬を大切に過ごしてほしいなあと思う

のです。 

 さて、夏休みが終わりました。夏休みは終わ

ってしまえば、あっという間だなぁという思

いがいつもついて回ります。始まる前は、ど

んなことしようかとワクワクしているもので

すが、いざ終わってしまうと、何にもできな

かったという思いが付いて回ります。 

 ここからは学校行事を中心として１年間の

うちで、もしかすると一番充実した時期かも

しれません。ＮＯＢＩＬYＭＰＩＣの取り組みが始

まりますし、合唱祭もあります。青春はいつ

だって期間限定です。期間限定だからこそ、

皆さんの取り組みが充実し、輝くものであっ

てほしいと願っています。 
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ピンクシャツデー運動 
 「ピンクシャツデー」という運動を聞いたこ

とがありますか？ 

 物語の始まりはカナダ・バンクーバー。ある

男子生徒がピンクシャツをからかわれ、いじ

めにあいました。 

 その翌朝、二人の上級生の「ぼくらもピンク

のシャツを着ていじめストップを！」との提

案に賛同した生徒たちがピンクのシャツや小

物を身に着けて登校し、校舎はピンク色に。

そのことが、いじめストップにつながったそ

うです。 

 
 今では、２月最終水曜日を「ピンクシャツデ

ー」とし、ピンク色のシャツや小物などを身に

つけて意思表示する取り組みとして世界１８

０か国以上のワールドアクションとなってい

ます。 

 「ピンクシャツデー運動」とはピンクシャツを

着たり、ピンク色のものを身につけることで

「いじめ反対」の意思表示をするポジティブ

キャンペーンです。 

 濃いピンク、薄いピンク、ワイシャツ、T シャ

ツ、服でなくてもピンクの小物を身につける

ことも活動となります。 

横須賀では 7月から 
 横須賀市では、「横須賀市子どもの権利を

守る条例」の７月施行に合わせて、７月２７日

（水）に横須賀独自のピンクシャツデー運動が

実施されました。また今後は横須賀市では、

いじめを根絶したいという想いから、令和４

年７月２７日(水)、以降偶数月最終水曜日に

横須賀市役所等の職員等がピンクシャツやピ

ンクの小物の着用等による「いじめストッ

プ！」啓発活動を行っていくそうです。 

みんなにできることは？  
 このことに関連して、横須賀市からも各校

に依頼がありましたので、野比中としても何

かできないかと考えました。もともと野比中

の先生方の基本姿勢には「いじめは絶対にあ

ってはならない」というものがあります。です

から、言うまでもなく「ピンクシャツデー運動」

の考え方は理解ができています。 

 そこで何ができるのか考えてみました。そ

の結果、野比中の教職員として「いじめは絶

対にあってはならない」という気持ちを表し、

きっかけづくりをしていくことが大切なのだ

と結論付け、まずは先生方の名札のストラッ

プをピンク色に変えてみました。そしてそこ

から皆さんにも「いじめをなくしたい」という

ことを考えるきっかけにしてもらいたいなぁ

と考えたのです。別にピンクでなくてもよい

のです。野比中生として、野比中生ならでは

の啓発活動があると思います。どんなことで

きるかな？ 


